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熊本地震による熊本市近見地区の液状化被害に対して 
アンケート調査分析
橋　本　隆　雄＊

Questionnaire survey analysis on liquefaction damage in  
the Kumamoto city Chikami district by the Kumamoto earthquake

Takao Hashimoto＊

Abstract: About 2,900 residential land of Kumamoto City, received a severe damage by liquefaction of 
2016 Kumamoto earthquake of 2 degrees. In particular, in the Chikami area, the building was markedly 
sunk and sloped linearly as it is said to be a “liquefied belt”． In this paper, we analyzed the cause of 
housing damage by questionnaire survey for the Chikami area in Kumamoto City where liquefaction 
damage was remarkable.
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1．は じ め に

2016年熊本地震では，2016年4月14日21時26分の前
震M6.5の地震と4月16日1時25分の本震M7.3の強震動
の作用によって，熊本市内で地盤の液状化による建物・
宅地・道路・ライフラインの被害が発生した。特に熊本
市では，地震の規模が大きくかつ震源深さが10kmと浅
かったことから，長周期地震動が強く発生し，写真‒1
のように約2,900宅地1）において液状化による建物の沈
下・傾斜等の甚大な被害を生じた。
図‒1は村上ら地盤工学会が航空写真より判別された

液状化による噴砂発生箇所をプロットした熊本地震によ
る液状化発生箇所2）である。この赤点は，「液状化の帯」
として新聞でも報道された熊本市南区の旧鹿児島街道沿
いの近見地区から川尻地区（以下，近見地区という）の
液状化地点の分布で，幅50～100m，長さ5km近くにわ
たって噴砂が見られた1），2）。

この近見地区では，前震で近見から南高江にかけて液
状化が発生し，本震で分布範囲がさらに南方の川尻にま
で広がり，両側の住宅・店舗，外構が著しく沈下・傾斜
していた。

そこで，本論文では，熊本市の近見地区で液状化発生
した箇所において建物構造・階数，基礎構造と建物の沈
下・傾斜の関係について分析し，液状化被害原因を探る
ことを目的としている。
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写真‒1　近見地区の液状化による被害状況

（a）建物の傾斜 （b）建物のめりこみ沈下

図‒1　熊本地震による液状化発生箇所2）
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2．熊本市内の既存の液状化被害分析

（1）　気象庁震度階級の震度と液状化発生との関係
図‒2及び図‒3は，若松らが作成した前震（M6.5）及

び本震（M7.3）の推定震度分布と液状化発生地点の関
係3）である。近見地区は，前震の推定震度が北部で6強，
その他は6弱，本震の推定震度が全て震度6強以上であ
る。図‒4は，若松らが低地における震度ごとの液状化
発生率3）（液状化発生メッシュ数／総メッシュ数）を，
250mメッシュ単位で整理したものである。近見地区の
液状化発生率は，この図から本震が震度6強となるの
で，前震と本震を合わせて25％程度となる。

（2）　微地形区分と液状化発生の関係
図‒5は，若松らが作成した液状化地点と微地形区分

の関係3），4）で，前震・本震・余震のいずれかで震度6弱
以上を観測した地域の後背湿地（緑色）・自然堤防（薄
黄色）・三角州（空色）・干拓地（薄紫色）で液状化が発
生しているとなっている。近見地区は，本地震による震
度6強以上の地域で後背湿地（緑色）に全て含まれる。

（3）　公共施設被害箇所と液状化発生箇所の関係
図‒6は熊本地震による近見地区付近の道路，下水道，

電柱等の公共施設被害箇所と液状化発生箇所とを重ね合
わせたもの4）である。図‒7の近見地区における公共施
設被害箇所と液状化発生箇所との重ね図4）では，液状化
被害箇所と公共施設被害箇所がほぼ一致している。この
液状化発生箇所を基に熊本市内の液状化被害の被害状況
の把握を行う目的として，熊本市内の噴砂発生箇所に対
して家屋の被害状況の現地調査を行ったものである。ま
た，道路，下水道，電柱等の被害状況とも照らし合わせ
ることで液状化の被害のあった地区を把握し，液状化被
害との相関を確認した。

図‒2　前震の推定震度分布と液状化発生地点の関係3），4）

図‒3　本震の推定震度分布と液状化発生地点の関係3），5）

図‒5　液状化地点と微地形区分の関係3），4）

図‒6　公共施設被害箇所と液状化発生箇所との重ね図5）

図‒4 低地における震度ごと液状化発生率3），4）
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6．アンケート調査結果の分析

（1）　アンケートについて
熊本地震による液状化被害調査のアンケートは，液状

化による噴砂があり建物沈下・傾斜が顕著だった付録
-1，-2に示すように熊本市を通じて図‒8に示すように
近見①～④地区で行った。アンケートの項目は以下の4
項目である。
a）　被害時の状況について
①　 前震・本震時における被害の有無はどうだったの

か？
②　 被害があった場合は液状化又地盤沈下が原因だった

のか？
b）　自宅の取水状況について
①　井戸水は使用しているのか？
②　 使用している場合は飲用水又雑用水として使用して

いるのか？
③　井戸の深さはどれぐらいあるのか？
c）　被害にあわれた住宅について
①　基礎形式はどうなっているのか？
②　地震前の宅地についてはどうなっているのか？
③　震災時の被災状況はどうなっているのか？
d）　 地震発生時に写真・ビデオなどをお持ちの方で情

報提供可能か？
このd）を除いた3つの項目について分析した。

（2）　近見地区の液状化被害発生地震時の状況
図‒8は上記（1）のアンケートa）①の回答数224件の

内不明12件を除く212件の結果を平面図にしたもので，
図‒9はこれを棒グラフしたものである。●は前震時に

液状化が発生し，●は本震時に液状化が発生し，両方の
重ねたものは前震時及び本震時の両方で液状化が発生し
たものである。

近見①～③地区は全体的に被害が広がっており，前震
時と本震時の両方で被害が顕著である。一方，近見④地
区は前震時の被害がなく，本震時でも北側部分にわずか
にあるだけで少ない。
図‒10は，近見地区の4地区における被害状況である。

被害状況は，近見①地区＞近見②地区＞近見③地区＞近
見④の順に大きくなった。近見①～③地区は被害が多く
前震時と本震時の両方で被害が顕著である。近見④地区
は他の地区に比べて被害が少なく，他の地区とは正反対
の結果になった。

図‒7　近見地区における公共施設被害箇所と液状化発生箇所5）

図‒8　近見地区の液状化被害発生時の状況平面図

図‒10　液状化被害発生時毎の分類（212件）
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図‒9　液状化被害発生時の状況平面図

（c）近見③地区

（a）近見①地区

（d）近見④地区

（b）近見②地区
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（3）　井戸水位の利用状況
図‒11は近見地区全体の住宅の取水状況である。井戸

を使用している住宅は269件中41件であった。近見①地
区では83件中14件，近見②地区では122件中15件，近
見③地区では40件中12件あった。近見④地区では井戸
は確認できなかった。利水状況は，雑用水が多くを占め
ている。
図‒12は近見地区井戸の深さで，近見①地区が14件，

近見②地区が5件，近見③地区が5件，近見④が0件の
合計24件であった。井戸の深さは，10ｍ以下の浅井戸
が11件，深さ10ｍ以上の深井戸が6件であった。

以上から，井戸の利水は10ｍ以下の浅井戸から雑用
水として利用しているものが多い。
図‒13は近見地区における井戸の深さを棒グラフにし

たものである。近見①地区は白川の氾濫地域で地下水が
豊富で一番井戸の件数が多く，体積砂層下部粘土層下の
飲料水に適した礫層が深いため井戸の深さも一番多い地
区となった。10ｍの井戸がわかっているので4件となっ
た。次に近見③地区が深い地区となっている。こちらは
10ｍ以上が2件となっている。

（4）　近見地区全体の被災住宅の基礎構造
図‒14は近見地区全体の基礎構造と被害状況を合わせた

図である。図‒15は被災住宅の基礎による影響比をグラフ
にしたものである。その他は13件あるが，具体的な記載
はないので不明である。被害の程度は，杭基礎＞布基礎
＞ベタ基礎＞地盤改良の順となった。杭基礎が被害が大
きい結果となったのは，東日本大震災と同様に杭が支持
地盤まで到達していないため，液状化層の中にあったた
めと考えられる。一方，地盤改良の被害の程度は，東日
本大震災と同様に小さく，効果的である5）と考えられる。
図‒16では被災住宅の基礎による影響棒グラフで近見

①地区と近見②地区に集中していることがわかる。特に
被害が大きいのが近見①地区で半壊以上の被害が52件
確認出来た。近見②地区は一部損壊の項目が一番多くな
った。相対的に近見④地区は被害なしの項目が多く一部
損壊の項目がほとんどとなった。

図‒11　住宅の取水状況

図‒13　近見各地区における井戸の深さ

図‒12　井戸の深さ
注）全体24件中不明7件を除いている

 （c）近見③地区

（b）近見②地区

（a） 近見①地区
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（5）　近見地区全体被災住宅の地震前の宅地高さ
ここで「地盤高さ」とは，地震前における周辺道路か

らの宅地地盤の高さである。図‒17は地震前の宅地高さ
と被害状況平面図である。地震前の宅地高さは，各地区
とも「ほぼ同じ」が一番件数が多い結果となった。各地
区と比較すると近見①地区が宅地が高く，近見③地区が
低い傾向にあること分かった。ただし，一般的には非液
状化層である宅地高さが高いほど被害が少なくなるが，
近見地区では液状化層が厚く地下水位が高いために宅地
高さが高いほど被害が大きい傾向になっている。

図‒14　住宅基礎構造と被害状況の重ね図

図‒15　被災住宅の基礎による影響

図‒16　地区毎の被災住宅の基礎による影響

（a）近見①地区

（b）近見②地区

（c）近見③地区

（d）近見④地区
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4．ま　と　め

アンケート調査結果の分析は，以下のようになった。
①　 液状化被害発生地震時の状況：近見①～③地区は全

体的に被害が広がっており，前震時と本震時の両方
で被害が顕著である。

②　 井戸水位の利用状況：井戸の利水は10ｍ以下の浅
井戸から雑用水として利用しているものが多い。

③　 近見地区全体の被災住宅の基礎構造：被害の程度
は，杭基礎＞布基礎＞ベタ基礎＞地盤改良の順とな
った。杭基礎が被害が大きい結果となったのは，東
日本大震災と同様に杭が支持地盤まで到達していな
いため，液状化層の中にあったためと考えられる。
一方，地盤改良の被害の程度は，東日本大震災と同
様に小さく，効果的であると考えられる。

④　 近見地区全体被災住宅の地震前の宅地高さ：一般的
には非液状化層である宅地高さが高いほど被害が少
なくなるが，近見地区では液状化層が厚く地下水位
が高いために宅地高さが高いほど被害が大きい傾向
になっている。
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図‒17　地震前の宅地高さと被害状況平面図
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付録-1　アンケート用紙（1）



269　熊本地震による熊本市近見地区の液状化被害に対してアンケート調査分析　

付録-2　アンケート用紙（2）


